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〔千葉医学 35，104，1977J 
〔海外だより〕 Gottingen便り (IV)
大分御無沙汰申上げました。 Gottingen便り (m)は
千葉医会誌47，1971に掲載されておりますから 6年間も
経ってしまったことになります。便り (m)では，私の
教授就任の経過と当時の教授選考過程をお伝えしまし
た。その当後大学の教授選考の方法が大きく変わったわ
けではありませんが，最近精神科の神経生理の後任，そ
して大谷先生もよく御存知の世界的に有名な神経解剖の 
Glees教授の後任選考が行われていますので，それにつ
いてお知らせしましょう。
私が文字通りやっと教授になった頃から，続々新設，
拡張された医学部のために(日本程ではありませんが)
私の年代の人々は次々と地位を得ました。私と今の席を
争った Haaseは Dusseldorf に， Klusmann (この人
は1965年に千葉の第 1，第2生理を訪れています)は 
Kδlnにおさまっています。 Gottingen大学でも続々新
教授が誕生し，私より新しい人が15人もいます。ずい分
苦労してなった教授なのに， ドイツの教授も大分安くな
ったものだなと， 2-3年前には思ったものでしたが，
精神科の神経生理の教授選考を眺めておりますと，どう
してどうして並大低の努力や運ではこの地位にはありつ
けないぞとつくづく思うこの頃です。石油ショック以来
計画されていた席も無期限に延期されているからです。
生理学研究所の13年位の経歴を持つ講師でもまだ契約制
の地位にあるに過ぎません。
精神科の神経生理というと不審に思われる方があるか
も知れません。 ドイツの医学部は規模が日本のそれより
も大きく， 比較的小ぢんまりした Gδttingenの医学部
でも学生数がぜメスター130人，つまり年間260人です。
生理には教授が 2講座で員外教授を除いて 5人おりま
す。この他に婦人科には内分泌学生理の，神経科と精神
科にはそれぞれ神経生理の教授がいます。当大学に臨床
生理と病態生理の教授がいないのがむしろ例外な位で
す。生理学以外でも，生化学教授が内科に，神経病理の
教授が神経科にいるという次第です。
今回その精神科の神経生理の Abteilungsvorsteher 
und Professorの後任が， 5人の候補によって争われて
います。講師以上7人から成る選考委員会が結成されま
すと，その第一の仕事は公募です。講師以上は， Ho-
chschulverbandというのに加盟していますが， この
*ゲッテインゲン大学生理学研究所運動神経生理部
高野 光司本 
Hochsch ul verbandに通知し，関係学会に知らせ，必要
な雑誌に広告を出します。前記の団体は各会員に通勾を
しますので，これに応募できるわけで、す。ここまでは千
葉と大体閉じでしょう。
候補者がきまると，医学部長から，圏内の大学，研究
所 5名，国外 3名の専門家に推せん状依頼の手紙が発せ
られ，種々選考の上，何人かの候補が残ります。この人
達を招いて，比較的短期間に公開の講演会を開きます。
神経生理学の場合は，金曜毎に 2人ずつ， 1人が 1時
間， 40分講演， 20分位討論です。
学部長は講師以上に招待状を，そして各科に通知をし
ます。出席はなかなか良く，神経生理の場合は70-80人
位も聞きに来ていたでしょうか。勿論選考委員は全員出
席，一番前の席に坐っています。
候補者はいずれも新進気鋭の，世界でも一流の学者の
下での留学歴のある人達です。まず選考委員長が 2-3
分候補者の略歴を紹介しますが， 2人はスイス， 3人が
ドイツ人でした。それぞれカナダの神経生理学者 Bro-
oks，フランスの脳波の大家 Gastaut，デ、ンマークの筋
電図の Buchthal，そしてドイツの Jungの弟子違です。
自分の業績と関係の深い分野について，秘術を尽して話
しをします。講演後の討論は誠に活発で、，時間がオーパ
ーするのが普通です。候補者にとっては大変な 1時間で
しょう。
この演会の結果を参考にして選考委員会は上位 3名に
順位をつけ医学部委員会に報告致します。学部委員会
は，教授12，員外教授と講師 6，助手6，学生 6名から
なる学部の議決機関です。この無記名投票によって教授
がきまるわけですが，まず選考委員会の第 1候補が当選
し，同窓会の運動でこの順がひっくり返るというような
ことはありません。
今年は数学者 Gaussの生誕 200年で，大学でも国際シ
ムポジウム，コロキュームを，科学アカデミーや市と共
催で，講演会のシリーズを市立博物館ではガウス展を聞
いています。このように大変地味ではありますがこの大
学に50年を過したカール・フリードリッヒ・ガウスを記
念しています。
皆様の御活躍を蓬かにお祈りしています。 
(77年 2月 7日)
